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今回「私のマイルール」というテーマを頂きました。そこで思い浮かんだ、私がこども園の管理栄養士として働

くうえで大切にしている 3 つの事についてお話ししたいと思います。 

1 つ目は、 「子どもたちの食に関わる」ということは、「子どもたちの命に関わること」だということを念頭に置

いておくことです。 「食べることは、生きること」という言葉があるように、食事は生きるために必要不可欠な活

動です。一方で、給食でのアレルギー誤食事故や窒息事故、食中毒等、悲しいニュースを耳にすることがあり

ます。瀬戸こども園の給食・おやつは手作りを基本としており、食材の下処理から加熱までの全工程を園内で

行うからこそ、これらの事故が起こらないように細心の注意を払っています。今後も、「命に関わること」だという

責任を持ち、子どもたちが安心して楽しく食事ができるように、安全な食の提供をしていきたいです。 

2 つ目は、できるだけ子どもたちとコミュニケーションをとることです。子どもたちにこども園での食事を楽しん

でもらうためには、実態把握と信頼関係の構築が大切だと考えます。子どもたちと一緒に給食を食べていると、

何でも好き嫌いなく食べる子、苦手な食材を上手に避けて食べている子、と様々な姿が見られたり、人気のお

かず、不人気のおかずがある事、また苦手な食材が入っていてもおかずによっては食べ進みが変わってくる

等、様々な発見があります。子どもたちの実態を把握することで、献立の組み合わせや味付け、食材の切り方

等を工夫する事ができ、よりよい給食に還元する事ができます。私が初めて子どもたちと給食を一緒に食べた

とき、苦手な食材を避けている子に対して、「少しだけ食べてみて！」と声をかけたのですが、なかなか食べ進

められない…ということがありました。その際、担任が「○○ちゃんなら食べられるよ！美味しいよ！噛むと音が

するよ、聞いてみて！」と実際に自分が食べている姿を見せながら声を掛けてみると…その子は自分で一口ぱ

くり。その姿を見て、毎日関わっている担任の声の掛け方・関係性はすごいなと感じました。一緒に給食を食べ

たり、クッキングをしたりして子どもたちとコミュニケーションをとる回数が増えてきた今、今まで 「給食先生」と

呼ばれていたところを 「桑田先生」と呼ばれることが増えてきて、顔を合わせた際に 「今日の給食美味しかっ

たよ！」「今日のおやつは何？」と声をかけてくれることが多くなりました。これからも子どもたちとのコミュニケー

ションを大切にし、『桑田先生が美味しいというなら食べてみようかな』と思ってもらえるような信頼関係を築いて

いきたいです。 

3 つ目は、職員とコミュニケーションをとることです。子どもたちに安全な給食を提供し、継続的な食育を行う為

には、職員間の連携が必要不可欠だと考えます。給食室内での調理に関する話はもちろん、保育教諭との子

どもたちの様子の共有等、職員間でコミュニケーションをとる事で、情報を共有しやすくなることや新たな気付き

がたくさんあると感じるからです。 

私は、この 3 つのことを大切にし、日々仕事に励んでいます。まだまだ頼りないですが、いつか子どもからも

職員からも信頼される管理栄養士になれるよう、一日一日を大切に過ごしていきたいです。 

 


